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日
音
協
は
11
月
25
日
、
東
京
都

豊
島
区
で
の
対
面
と
ズ
ー
ム
・
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
を

併
用
し
て
第
60
回
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
幹
事
・
監
査
の
出

席
も
含
め
れ
ば
14
す
べ
て
の
支
部

か
ら
23
人
（
う
ち
１
人
傍
聴
）
が

出
席
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
日
音
協
ソ
ン
グ
２
０
２

３
推
薦
曲
の
「
戦
争
の
誘
惑
に
乗

っ
て
は
い
け
な
い
」「
長
崎
平
和
祈

念
像
の
歌
」「
さ
れ
ど
灯
し
火
は
消

え
ず
」
を
作
者
や
幹
事
会
メ
ン
バ

ー
が
演
奏
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。 

議
長
に
狭
石
啓
子
さ
ん
（
東
京

都
支
部
）
を
選
出
し
て
、
松
本
会

長
が
、「
こ
の
１
年
間
で
新
井
宏
政

さ
ん
（
北
海
道
）
、
遠
藤
久
夫
さ
ん

（
宮
城
県
）、
笠
木
博
逸
さ
ん
（
北

海
道
）
が
亡
く
な
っ
た
。
先
輩
た

ち 

ち
の
遺
志
を
引
き
継
い
で
運
動
に

取
り
組
み
た
い
。
来
年
９
月
に
沖

縄
で
第
55
回
は
た
ら
く
も
の
の
音

楽
祭
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
き

た
が
、
連
合
沖
縄
会
長
に
県
実
行

委
員
長
に
ご
就
任
い
た
だ
く
こ
と

が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

沖
縄
音
楽
祭
の
成
功
に
向
け
て
ご

議
論
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。 

活
動
経
過
報
告
、
決
算
報
告
、

監
査
報
告
を
受
け
、
全
支
部
か
ら

発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
幅
の

都
合
で
省
略
し
ま
す
。
報
告
事
項

は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
第
１
号
日
音
協
２
０
２
４

年
度
活
動
方
針
（
案
）
と
議
案
第

２
号
日
音
協
２
０
２
４
年
度
諸
会

計
予
算
（
案
）
の
提
案
を
受
け
、

沖
縄
県
支
部
か
ら
第
55
回
は
た
ら

く
も
の
の
音
楽
祭
を
成
功
さ
せ
る

決
意
が
話
さ
れ
た
ほ
か
、「
カ
ン
パ

協
力
者
と
会
員
と
の
整
理
が
必
要

で
は
」「
労
働
組
合
と
の
連
携
だ
け

で
な
く
市
民
運
動
と
の
連
携
を
強

め
て
は
ど
う
か
」
「
カ
ン
パ
と
い
う

気
持
ち
の
人
も
立
派
な
会
員
と
し

て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
」
「
日
音

協
ソ
ン
グ
推
薦
曲
に
表
彰
な
り
金

一
封
が
あ
っ
た
方
が
い
い
。
」
「
支

部
の
Ｃ
Ｄ
作
成
に
販
売
協
力
な
ど

願
う
」「
地
方
連
合
に
音
楽
祭
に
何

ら
か
の
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う

に
引
き
続
き
努
力
を
」
「
連
合
に
協

力
を
求
め
つ
つ
し
た
た
か
に
俺
た

ち
の
運
動
を
」「
沖
縄
の
音
楽
祭
を 

成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
欲
に
協

力
し
た
い
」「
こ
の
時
期
、
沖
縄
に

集
ま
る
こ
と
が
大
切
。
や
り
ま
し

ょ
う
と
い
う
こ
と
で
工
夫
を
」「
普

段
の
労
組
と
の
つ
な
が
り
が
大

切
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
答
弁
を
踏
ま
え
、
両
議
案
は

提
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。 

最
後
に
、
松
本
敏
之
会
長
（
茨

城
県
支
部
）
、
佐
藤
康
弘
副
会
長

（
青
森
県
支
部
）
、
坂
口
美
日
副
会

長
（
東
京
都
支
部
）、
金
田
光
弘
事

務
局
長
（
茨
城
県
支
部
）
な
ど
役

員
を
選
出
し
て
、
定
期
総
会
を
終

え
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
第
55

回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
第
１

回
中
央
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

音
楽
祭
企
画
書
な
ど
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。    

（
松
本
敏
之
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

久しぶりの集合写真 

松本会長  大会議長の狭石さん 金田事務局長 

    ZOOMで参加 

https://d.docs.live.net/0f8fb8d06d2bbc57/デスクトップ/%20http:/nichionkyou.org


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 659 号（2） 

「南風（ふぇーぬかじ）」① 

 

沖縄から 

日本へ世界へ 

 
1987 年  

第１回嘉手納基地

包囲行動の年に 

沖音協誕生 

 

はいさい！沖縄県支部の平良昌史で

す。来年 9 月 21、22 日の日程で「は

たらくものの音楽祭 in 沖縄」が開催さ

れることが決まり、私も実行委員会事

務局次長に就任しました。全国の仲間

の力を結集し、反戦平和の思いを広げ

ていきたいと思います。皆様のお力添

えをユタサルグトゥうにげーさびら。

（よろしくお願いします） 

日音協沖縄県支部（沖音協）は、沖

縄県労協センター（平和運動センター

の前身）と日音協 印牧事務局長（当時）

の指導のもと１９８７年の４月に、沖

縄で初めて行われた、第１回嘉手納基

地包囲行動に合わせて結成されまし

た。包囲行動テーマソング「やさしい

心を武器にして」のレコードは、沖音

協が当時吹き込んだものです。 

保守県政のもとで沖縄の基地負担軽

減の新しい運動を模索していた県労協

センターは、ドイツ米軍基地を市民団

体が「人間のくさり」で包囲したこと

を参考に、沖縄でも「カデナ基地を人

間の輪で包囲する」大行動をやった年

でした。私も新規採用で、まだ組合に

入っていませんでしたが、６月２１日

の大雨の中、参加者２万４０００人の

一人として、ずぶ濡れになりながら、

両手をつないで基地の外周 17.4 キロ

を完全に包囲する輪の中に入り、人間

の鎖で、復帰後も変わることのない基

地の重圧に対する怒りを示しました。 

豚料理に昆布が合うことから昆布の

消費量は沖縄が日本一です。そこで、

資金造成のため北海道から昆布を取り

寄せ組合員に買ってもらうこととなり

ました。しかし、届いた昆布はだし昆

布で、どうして食べたらいいか分から

なくて、当時の婦人部が料理教室を開

催したとのエピソードもありました。

沖縄の歴史・文化は、本土とは違う面

が多々あり、このコラムで、紹介して

いけたらと思います。沖縄音楽祭成功

に向け、まじゅんちばらなやーさい。

（ともに頑張りましょう） 

（沖音協・平良昌史） 

 
 

 

日音協セミナー2024の開催（要旨） 
 

１ と き 2024年２月10日（土）14時～12日 

（月・振替休日）12時 

２ ところ 藤野芸術の家 

神奈川県相模原市緑区牧野4819 

 https://fujino-art.jp/hall/ 

東京駅から中央線快速高尾駅乗り換え80分で藤野駅下車 

神奈川中央交通バスで６分藤野芸術の家バス停下車 

バスは１〜２時間に１本なので、車による送迎を計画します 

宿泊も藤野芸術の家です。 

３ セミナー内容 

（１）「うた＆演奏コース」について 

ボイストレーニングを基本に発声や表現の仕方をトレーナーの小

笠原もずく氏から指導していただきます。これまでのボイストレ

ーニングと少々ことなる点は、参加者でユニット（コーラスやバ

ンド・ギター演奏などなど）を組んで、演奏（ボーカル）の表現

づくりなどについても指導をいただく予定だということです。 

① うた＆演奏コースの留意点（省略） 

② 演奏形態例など 

③ ステージ演奏について（省略） 

④ ボイストレーナー 小笠原もずくさんの紹介（省略） 

（２）「ステージスタッフコース」について 

機材の搬入から組み立て、ステージ転換作業・ＰAのオペレーシ 

ョン・トラブル対応・解体から撤収までの一連の作業を経験しま 

す。とりわけステージの転換作業とトラブル対応やハウリングチ 

ェックや音質調整・音響における会場の特性の掴み方などなどを 

学びます。 

また、それぞれの支部やユニットが街頭や野外集会での演奏活 

動をする際にどのような音響機材が必要かなど実践的な話もして 

いただきます。 

PAに関心があるけど活動のきっかけを掴めないでいる方大歓 

迎です。是非とも、日音協のステージを支えるメンバーになって 

ください。 

具体的には、作業と指導を一緒にしたワークショップ的な活動 

になります。機材の接続の順序や接続の仕方などは専門的ですが、 

ここが違っていれば音がでませんから大事なところです。 

また、ステージで演奏している音を聞きやすい音質で会場に流 

すことは音響操作の要ですから、各ユニットのリハーサルの音を 

聞きながら調整方法を指導していただきます。 

① ステージスタッフースの留意点（省略）  

② 講師 日下昇さんの紹介（省略） 

（３）共通講座 『ステージでの演奏を高めるための目からウロコの 

お話し』 講師 日下昇氏（詳細省略） 

４ 参加費と交通費一部負担など 

（１）参加費 お一人21,000円（２泊３日、朝食夕食、懇親会費含 

み、11日昼食を含まない）のご負担をお願いいたします。全日程 

参加できない方の参加費は、１泊２日で12,500円、日帰り（夕 

食なし）は4,000円とします。 

（２）交通費の援助について 

参加する日音協会員は各支部一人につき、往復交通費のうち

13,000 円を越える分を日音協が負担します。ただし、航空機

利用の場合は、21日前予約料金で計算させていただきます。 

５ 参加申し込み書及び具体的なタイムスケジュールは、１２月上旬 

発文予定の『日音協セミナー2024の開催について（その２）』に 

て発文する予定です。 

 

https://fujino-art.jp/hall/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 659 号（3） 

 

11
月
18
日
、
秋
田
市
の
に
ぎ
わ
い
交
流

館
Ａ
Ｕ 

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
第
34
回
は

た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭in

 A
k
ita

が
開
催

さ
れ
た
。 

２
０
１
９
年
に
全
国
祭
典
が
秋
田
で
開

催
さ
れ
て
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
た
め
開
催
出
来
ず
に
い
た
が
、
４
年
ぶ

り
に
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出
来

た
。 東

北
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
か
ら
わ
ず
か
２

ケ
月
で
の
開
催
で
あ
り
、
日
程
も
二
転
三

転
し
、
そ
の
都
度
会
場
も
変
わ
る
と
い
う

状
況
の
な
か
、
な
ん
と
か
出
演
者
を
集
め
、

実
行
委
員
会
企
画
を
ま
と
め
て
三
回
集
ま

っ
て
練
習
し
て
の
発
表
。
ほ
と
ん
ど
ミ
ラ

ク
ル
！ 

音
響
は
リ
バ
ー
サ
イ
ド
グ
ラ
ス
の
藤
原

さ
ん
が
自
前
の
機
材
を
持
ち
込
み
、
設
営

か
ら
操
作
か
ら
音
源
作
り
か
ら
な
ん
で
も 

や
っ
ち
ゃ
う
と
い
う
マ
ル
チ
タ
ス
ク
ぶ
り

を
発
揮
。
機
材
搬
入
、
設
営
、
舞
台
、
撤

収
は
加
盟
労
組
か
ら
幹
事
２
名
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
お
手
伝
い
。
司
会
は
こ
の
人
し

か
い
な
い
で
あ
ろ
う
佐
渡
恒
幸
さ
ん
（
林

野
）
の
ア
ド
リ
ブ
ば
り
ば
り
利
か
せ
て
の

名
調
子
で
、
祭
典
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

い
た
。 

発
表
内
容
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
鷹
巣
び
っ
き
か
ら
桜
庭
さ
ん
が
代

表
し
て
う
っ
と
り
す
る
歌
声
を
聞
か
せ
て

く
れ
、
「
桜
庭
さ
ん
、
復
活
！
！
」
と
喜

ん
だ
人
が
い
た
と
か
い
な
い
と
か
。 

今
回
の
祭
典
で
は
「
笠
木
博
逸
さ
ん
追

悼
演
奏
」
を
行
い
、
み
ん
な
で
秋
田
と
縁

が
深
か
っ
た
笠
木
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
も

歌
い
続
け
る
よ
と
決
意
し
、
故
人
を
偲
ん

だ
。 動

画
を
録
画
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
う

ち
日
音
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
下
総
大
） 久々のステージ 桜庭さん 

みんなのガンバリで開催    阿部さん 

二転三転して決まった会場 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 12 月 1 日                 音 楽 運 動             第 659 号（4） 

10 月 21 日に私鉄全国音楽集団第 15

回定期総会を開催しました。冒頭、松浦

代表（東武労組）は「私たちは私鉄のな

かで闘いのうたを響かせる役割があり、

青年女性とともにうたごえをつくりあ

げ、継承・発展させることが一番の任務

で、運動の継承・発展していくために若

い仲間を迎え入れていくことが必要だ。

そこで３つ柱を考えた。ひとつは心のか

よい合う運動をということで、仲間の心

を思いやりながら運動をしていく必要が

ある。ふたつめは組織的な行動で、集団

として運営委員会で議論して決めたこと

は組織として守ること。３つめは楽しく

運動しようということで音楽サークルと

して魅力ある組織になり、青年女性にも

伝わることで集団に加わってくれるので

はないか。そのためにも財産であるうた

ごえをリードしていくことが必要だ。こ

の 15 年間は集団で続けてきたし、みな

さんの行動で盛りあげてきた。今後も一

生懸命やっていく決意である」とし、来

賓の私鉄総連小松局長からは私鉄バスの

うたごえや決起集会などへの集団への取

り組みに感謝するとともに、今後もよろ

しくお願いしたいとあいさつしました。 

議事では「青年女性の行事に集団がど

うかかわっていくのか」「次の伴奏者をつ

くるのが課題である、呼ばれればこちら

からいく」「集団として統一した腕章を作

成することはできないか」などの質問や

意見と、「想いをこめた『うた』の力で音

楽集団活動を日常化していき、新しい仲

間の拡大に努めていく」「青女協や私鉄産

別運動がひとつになって前進できる集団

活動をすすめていく」ことを柱とした活

動方針、および決算・予算と役員体制

（根本代表、石井・瀬崎・新山副代表、

下山田事務局長・会計兼務、宮田事務局

次長）を決め、根本代表の団結がんばろ

うで総会を終了し、「地底のうた」の練習

を瀬崎さんの指揮のもとおこないまし

た。          （根本賢治） 

11 月、窪田聡さんからお手紙をいただきました。古い資料

を整理していたら作者名の誤りを見つけたそうです。歌集『う

たのひろばⅡ』に収録している「ほうせん花」の作曲者名とい

うことでした。 

ネットで調べたところ、作詞者名も違っていたので、「ハング

ル語の読み方の違いだと思いますが」と窪田さんに確認したと

ころ、「対応はお任せします」とのことでした。 

訳者によっていろいろ「鳳仙花」の歌詞は違っていますが、

「ほうせん花」の作者を訂正します。（詩＝キム・ヒョンジュン 

訳＝窪田聡 曲＝ホン・ナンパ）ちなみに、金亨俊（キム・ヒ

ョンジュン）、洪蘭坡（ホン・ナンパ）との表記です。（佐藤） 

                                   洪蘭坡（ホン・ナンパ） 

              1897～1941。李朝末期、今の韓    

             国京幾道水原に生まれる。 

                多感な少年期を彼は、祖国が日本の 

             植民地に転落していくさまを目の当た 

             りにしながら過ごした。 

                キリスト教系の中央基青中学を経て 

             朝鮮正楽伝習所に進んだ彼は、ヴァイ 

             オリンを習いはじめ、1918 年には 

               東京上野音楽学校（現在の東京芸大） 

               に留学する。翌年 3･1独立運動がお 

               こるやすぐ故国に帰り万歳を叫ぶのだ 

             が、それがもとで退学を余儀なくされ

る。1920 年、失意のなかで彼の代表作でもある「鳳仙花」が

作曲される。その後「鳳仙花」は、当局によってうたうことす

ら禁じられたにもかかわらず、民衆のなかであたかも国歌のよ

うに厳粛にうたわれ続けた。・・・ 

        『鳳仙花（ポン ソ ナ） 洪蘭坡の歌と生涯』 

1987年公演チラシより 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2023年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 659 号（5） 

2023日音協関東ブロック合宿を10月28日か

ら 29日、千葉県習志野市「京成労働会館ホール」

にて開催し、26人が参加しました。 

久しぶりの千葉開催と事務局体制の薄さが露呈

し、準備が間に合わずに開始前の千葉県支部による

シングアウトができず、開会は松本政夫千葉県支部

長と松本敏之日音協会長挨拶ののち、日程確認もそ

こそこに全体講座Ⅰに入りました。 

内容は今年の２月に日音協セミナーでもお世話

になった講師の小笠原もずくさんから『ボイストレ

ーニング・発声の基礎』で、体操やストレッチ等・

体づくりのレッスンとして発声に必要になる個所

の体幹や、血行を良くしたりほぐしておくべきポイ

ントを教わりました。 

基礎発声のレッスンでは腹式呼吸や声帯の動か

し方・使い方、口の開き方や歌うときの姿勢などに

ついて、また普段の発声練習で取り入れておくとよ

い二文字をリズムよく発することで滑舌の訓練に

もなりそうです。声のポジションについてや裏声・

普段使わない声の出し方など、今後意識しながら練

習をすることでレベルアップが図れるのではない

かと感じました。 

小笠原もずくさんは来年２月 10日～12日の日

音協セミナーの講師も務めていただける予定なの

で、ボイストレーニングを受けてみたい方はぜひ参

加を。夕方からはミニコンサートを開催し、①キヨ

ミ、チヨミ、キヨミ、②合唱団ミール、③市川さん、

④ういみんと松本さん、⑤岩野さん、⑥森さん、⑦

小笠原さん、⑧高橋さん、⑨瓦井さん、⑩狭石さん、

⑪茨城県支部の順で近況報告なども含めて思いの

込められたうたが発表されました。 

２日目は茨城県支部のシングアウトにはじまり、

全体講座Ⅱとして「メッセージ」を瓦井さん、「武

器を捨てて」を狭石さんと森さん、「ジュゴンが住

む海」を瓦井さんから歌唱指導をしていただき、参

加者がそれぞれのパートを歌いながらうたのレパ

ートリーを増やそうと練習しました。 

感想会ではボイストレーニングが良かったこと

や、たくさん歌い新しいうたも覚えられた、久しぶ

りにみなさんの顔をみて安心したなどおおむね好

評でしたが、初めて開催した場所なども含めて冒頭

からの準備不足などについては千葉県支部で総括

して、来年の合宿開催にむけて活かしていきたいと

思います。 

最後に東京都支部によるシングアウトで合宿は

終了となりました。ＰＡを担当していただきました

日下さんをはじめ、参加していただきました皆さん

ありがとうございました。 

（根本賢治） 

 

 

 

茨城県支部によるミニコンサート 

講師の小笠原もずくさん（中央）と参加者の集合写真です 

東京都支部による「武器を捨てて」の歌唱指導 

発表の場として臨んだ おだかずやさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 65９号（6） 

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
終
わ
ら
な
い

う
ち
に
ガ
ザ
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。

日
々
大
惨
事
が
続
き
状
況
は
深
刻
さ

を
増
し
て
い
る
▼
こ
の
出
来
事
に
対

し
日
本
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
防
衛
と

な
る
と
対
応
策
が
違
っ
て
く
る
。
従

来
、
日
本
が
戦
争
す
る
と
し
た
ら
攻

め
ら
れ
て
防
衛
す
る
時
だ
け
だ
っ

た
。
が
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が

可
能
と
な
っ
た
今
、
米
国
に
要
請
さ

れ
れ
ば
世
界
の
ど
こ
に
で
も
自
衛
隊

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
の

政
府
の
理
屈
は
「
自
衛
の
た
め
の
戦

い
」「
国
民
を
守
る
た
め
の
戦
争
」
だ

▼
ナ
チ
ス
の
将
校
は
、
平
和
主
義
者

に
対
し
「
愛
国
心
が
欠
け
て
い
る
」

と
非
難
す
れ
ば
、
意
の
ま
ま
に
国
民

を
戦
争
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
言
及
し
て
い
る
。
79
年
前
の
日

本
社
会
が
ま
さ
に
そ
う
だ
っ
た
▼
戦

争
は
自
然
災
害
で
は
な
い
の
で
そ
の

殺
人
現
場
に
は
虐
殺
集
団
が
い
る
。

彼
ら
に
指
令
を
出
し
て
い
る
人
物
が

い
る
▼
東
京
裁
判
で
東
条
英
機
の
弁

護
士
は
「
日
本
は
あ
ら
か
じ
め
米
英

に
対
し
戦
争
を
計
画
し
準
備
し
た
の

で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
々
の
挑
発

に
原
因
し
我
が
国
と
し
て
は
自
存
自

衛
の
た
め
や
む
を
得
ず
開
始
し
た
も

の
」
と
論
陣
を
張
っ
た
▼
ど
ん
な
戦 

争
で
も
始
ま
る
と
き 

は
「
自
衛
の
戦
い
」 

と
権
力
者
は
言
う
。 

無
論
、
終
わ
っ
て
か 

ら
も
同
じ
こ
と
を
言 

う
。 

                                                                             

 

   

 

     

 

    

   

                          

（173） 

飯島貞親 

▼１面に平良さんのコラムを掲載

しました。沖縄音楽祭まで毎月掲

載の予定です（次号からは４面に

掲載）。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲編集力不足で、こちらにカデナ

行動の写真を紹介します。（佐藤） 

▼第 60 回日音協総会では、開始

後、2023日音協 SONG推薦曲を

紹介しました。演奏する幹事会メ

ンバー。５面に、おださん。（佐藤） 

 

 
 

 
 

 
 

▼来年９月の沖縄往復航空券また

は航空券＋宿泊は、主な航空会社

はもうインターネット予約を受け

付けています。便を変更できない

難点はありますが、早く予約した

方が断然安く乗れますよ。予約の

仕方ご相談に乗ります。  （松本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
参
加
者
】 

ス
ー
さ
ん
、
か
お
る
さ
ん
、
守 

屋
さ
ん
、
イ
サ
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、 

達
哉
、
森 

 
 

 
 

 
計
７
名 

反
原
発
う
た
い
た
い
の
横
断
幕

を
フ
ェ
ン
ス
に
張
り
渡
し
て
準

備
。
簡
易
な
が
ら
『
原
発
Ｎ
Ｏ
！ 

基
地
Ｎ
Ｏ
！
戦
争
Ｎ
Ｏ
！
茱
萸
坂

う
た
行
動
18
時
半
～
19
時
半
』

と
書
き
込
ん
だ
看
板
も
作
っ
て
、

見
え
る
と
こ
ろ
に
装
着
し
た
。 

早
く
も
警
察
官
が
来
て
「
何
時

ま
で
？
」
「
19
時
半
で
す
」
と
、

い
つ
も
の
や
り
と
り
。
フ
ェ
ン
ス

に
も
の
を
貼
る
な
と
言
わ
れ
る
か

と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
は
な
か
っ
た
。

な
ん
だ
か
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
警
察

官
で
、「
以
前
は
記
者
会
館
の
へ
ん

で
や
っ
て
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

10
／
27
（
４
９
１
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

と
尋
ね
て
く
る
。「
そ
れ
は
反
原
連

で
す
ね
。
私
た
ち
は
そ
の
行
動
に

参
加
し
て
、
２
０
１
２
年
か
ら
ず

っ
と
こ
こ
で
歌
っ
て
い
ま
す
。
」

等
、
和
や
か
に
世
間
話
。
お
仕
事

で
は
な
い
日
に
ぜ
ひ
歌
い
に
来
て

く
だ
さ
い
。
と
声
を
か
け
て
お
い

た
。 『

あ
た
り
ま
え
の
地
球
』
か
ら

始
め
る
。
イ
サ
さ
ん
が
踊
る
よ
う

に
鈴
を
鳴
ら
し
た
。
そ
し
て
こ
の

と
こ
ろ
歌
い
続
け
て
い
る
『
Ｄ

ｏ
！
廃
炉
』
。
作
っ
て
い
っ
た
歌
詞

カ
ー
ド
と
、
く
り
返
す
と
こ
ろ
が

違
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
精
査

す
る
。
何
回
も
歌
っ
て
み
て
、
茱

萸
坂
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
決
め
た
。
今

日
は
通
行
人
が
多
い
。
知
っ
て
い

る
メ
ロ
デ
ィ
だ
か
ら
耳
を
向
け
て 

く
れ
る
と
い
い
な
。
そ
し
て
、
汚

染
水
の
こ
と
を
訴
え
た
く
て
『
水

に
流
す
な
』
を
続
け
た
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
へ
の
攻
撃

を
案
じ
『
大
き
な
橋
』
を
歌
っ
た

時
、
守
屋
さ
ん
が
か
お
る
さ
ん
に

手
話
を
尋
ね
た
。
守
屋
さ
ん
た
ち

が
続
け
て
い
る
辺
野
古
新
基
地
反

対
行
動
で
、
か
お
る
さ
ん
は
踊
る

よ
う
に
手
話
を
入
れ
て
い
る
の
だ

と
い
う
。
一
曲
、
見
せ
て
も
ら
っ

た
。
パ
ラ
パ
ラ
の
よ
う
な
ス
テ
ッ

プ
で
、
手
話
が
着
く
と
歌
が
楽
し

く
な
っ
た
。『
大
き
な
橋
』
も
手
話

を
考
え
て
き
て
く
れ
る
そ
う
だ
。

『
戦
争
に
力
貸
さ
な
い
』
も
短
く

て
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
い
。
こ

れ
も
手
話
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
。 

『
大
き
な
橋
』
の
と
き
に
、
外

国
人
ら
し
き
人
た
ち
が
数
人
通
っ

て
い
っ
た
の
で
『
声
よ
集
ま
れ
歌

と
な
れ
』
を
歌
っ
た
。
途
中
ネ
ズ

ミ
が
歩
道
の
植
え
込
み
の
間
を
も

の
す
ご
い
速
さ
で
駆
け
抜
け
て
い 

っ
た
。「
ネ
ズ
ミ
も
私
た
ち
の
う
た

を
聴
き
に
来
た
」
と
鈴
木
さ
ん
が

言
う
。 

沖
縄
を
歌
う
。
代
執
行
の
裁
判

が
始
ま
る
。『
声
よ
集
ま
れ…

』
は

沖
縄
に
も
通
じ
る
。「
ど
れ
だ
け
叫

べ
ば
い
い
の
だ
ろ
う…

」「
聞
こ
え

な
い
ふ
り
に
傷
つ
い
て…

」
と
思

わ
せ
て
い
る
の
は
ヤ
マ
ト
だ
。『
ふ

る
さ
と
沖
縄
』『
ジ
ュ
ゴ
ン
の
す
む

海
』
『
沖
縄
に
基
地
は
Ｎ
Ｏ
！
Ｎ

Ｏ
！
Ｎ
Ｏ
！
』『
私
た
ち
は
許
さ
な

い
』
と
続
け
た
。
遠
く
か
ら
で
も

応
援
し
た
い
。 

最
後
は
『
メ
ッ
セ
ー
ジ
』。
背
後

か
ら
横
断
幕
が
支
え
て
く
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、

チ
ク
チ
ク
手
縫
い
し
た
こ
と
も
思

い
出
し
た
。
今
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う

場
で
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
仲
間

た
ち
の
手
も
、
こ
の
横
断
幕
の
中

に
あ
る
。
旗
っ
て
す
ご
い
な
、
元

気
に
な
る
な
あ
。 

  


